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変わることになった。2002 年には専門大学全体の 158 校のうち、71.5％である 113 校、
131の日語・日本語関連学科が設置されている。2017年度の韓国教育統計年報 4によると、














韓国教育統計年報 5によると、韓国には 112 の日本語・日本文学の学科があり、2017 年度
の入学定員は 1,889 人で、15,530 人の在学生がいる。日本語関連の学科は、226 の英語、
178 の韓国語、151 の中国語に次ぐ 4 番目の学科であり、5 番目の 59 のドイツ語とはかな
りの開きを見せている。2002 年以降、中国語関連の学科に 3 位を譲ったものの、その差
はそれほど顕著ではなく、韓国の高等教育における日本語の重要性が窺える。2013 年の国
際交流基金・世宗研究所の報告書 6 によると、日本関連の大学校の専攻は、日本語学・日
本文学が 70％（62 学科）、日本語教育が 7％（6 学科）、通訳・翻訳関連が 2％（2 学科）、










韓国教育統計年報 7によると、大学院の人文系のうち、「言語・文学」の学科数は 679 であ








国際交流基金の 2017 年度日本語教育報告書 8によると、2015 年現在、韓国における日
本語教育の機関数は 2,862 で、教師数は 14,855、学習者数は 556,237 である。学習者の内
訳を確認すると、初等教育における学習者は 1,160 人（0.2％）、中等教育が 451,893 人



































































































































548 人の日本語学・日本文学の研究者のうち、日本文学が 312 人、日本語学が 236 人と
して、日本文学のほうを専攻とする研究者のほうが多い。次は学位取得の状況である。日
本文学の場合、博士学位取得者は 207 人、修士学位取得は 37 人、学士学位取得は 0 人、
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士学位取得は 169 人、修士学位取得は 17 人、学士学位取得は 1 人、博士課程修了は 7 人
で、回答拒否は 8 人であった。つまり、高等教育機関におけるほとんどの「日本語教師」
が博士学位を取得しており、修士学位のみや博士課程修了の場合は少ない。これは国際交
流基金の 2017 年度日本語教育報告書 19の結果と同様であり、「博士学位取得」が韓国の高
等教育機関における日本語教師の重要な資格となっていることがわかる。 
年齢は、日本文学の場合、20 代は 0 人、30 代は 6 人、40 代は 99 人、50 代は 132 人、
60 代は 37 人、70 代は 9 人、80 代は 6 人、返答拒否が 23 人である（計 312 人）。日本語
学の場合、20 代は 0 人、30 代は 11 人、40 代は 60 人、50 代は 126 人、60 代は 20 人、
70 代は 3 人、80 代は 0 人、回答拒否が 16 人である（計 236 人）。日本文学・日本語学と

















































教授法・学習法（11 本）、評価（5 本）、コミュニケーション（4 本）、教師（4 本）、
教材（3 本）、第二言語習得（3 本）、コーパス（2 本） 
教授法・学習法にもっとも多くの原稿が集まっている。その内訳を見てみよ う。 
シャドーイング、語彙、漢字、文法、ポライトネス、誤用分析、作文（2 本）、教授法















































































 1 本稿は 2018 年度韓国外国語大学校の学術研究費の支援によって作成されたものである（This 
work was supported by Hankuk University of Foreign Studies Research Fund of 2018）。 
 2 일본국제교류기금 ・ 세종연구소일본연구센터（2013）『2012 한국일본학의 현황과 과제』 






ては上記の文献を参照されたい。なお、本節は、筆者が 2018 年 2 月 8 日、筑波大学国際日本研
究専攻と海外交流大学との合同シンポジウム「韓国における日本研究の現況と展望」において発
表した内容の一部を引用している。 
 3 櫻坂英子（編著）（2007）『韓国における日本語教育』磐村文乃「第 2 章日本語教育の深化と多様
化」三元社、pp. 33-40 
  ただし、一部の記述が適切ではなかったため、筆者の判断で調整している。なお、2006 年度の統
計資料を使っている部分があり、それについては 2017 年度に公開された最新の統計資料を用い
ている。相違の詳細については上記の文献を参照されたい。 
 4 http://kess.kedi.re.kr/publ/view?survSeq=2017&publSeq=2&menuSeq=3894&itemCode=02&  
language=en# 
  韓国の教育部による教育統計年報 2017 である。最終検索日は 2018 年 3 月 24 日である。 
 5 上の注 4 と同様である。 
 6 일본국제교류기금・세종연구소일본연구센터（2013）『2012 한국일본학의 현황과 과제』 pp. 
121-169（日本国際交流基金・世宗研究所日本研究センター（2013）『2012 韓国における日本
学の現状と課題』）におけるデータベースを使用している。 
 7 上の注 4 と同様である。 
 8 http://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2017/korea.html 




10 上の注 8 と同様である。 
11 金東奎（2017）「韓国におけるオンライン教育と韓国人日本語学習者の現状」『早稲田日本語教育
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19 上の注 8 と同様である。 
20 上の注 8 と同様である。 
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